
－ 97 －

ププロロジジェェククトトチチーームム活活動動総総括括

―PT の活動と学校組織が抱える課題― 

１．はじめに 

休校期間中の生徒の学習保障について、本校ではプロジェクトチーム（以下 PT）が立ち

上げられ、その対応に当たった。その活動内容は多岐に渡ったが、ここでは、PT という組

織のあり方について、なぜ PT が必要であったのか、その功罪について、記しておきたい。 

２．既存の校務分掌と PT という新たな組織 

休校期間中のオンライン授業の実践について、メディアでも様々な学校の様子が紹介さ

れていたが、本校と同様に PT という新たな組織が立ちあげられていた事例が多い。授業に

関することであれば教務部、あるいは多岐に渡る横断的な内容であるならば、各分掌の長

が集まる主任会や部長会など、既存の分掌を枠とした対応はなぜ難しかったのであろうか。

私が考える理由は二つあって、一つ目は、オンラインに関する技術が一部の教員が有する

特殊なものであったこと、二つ目は、既存の分掌はルーティンを継承することを主眼とし

た組織であり、新しい取組みを始めていくには不向きであったことである。オンラインの

技術については世代間格差もあり、少なからず年功序列が反映された従来の分掌組織では、

迅速な対応が取りにくい。他校では、民間経験のある教員が PT の中心となった事例もあっ

たようである。一方で、分掌におけるルーティンの継承も必要なことである。教員の仕事

の領分において授業運営とクラス運営が主であるならば、学校運営の一部を担う分掌の業

務はそれほど優先度は高くなく、効率の良い業務継承のためのルーティン化は必要なこと

であろう。 

３．PT の活動を通して実感された学校組織の課題 

このように、ルーティンでは対応できない非常時においては、PT という柔軟な活動は効

果的である。本校の取組みとしては、管理職の判断を含め、職場の環境が、こうした有志

による活動を受容できる状況であったことは非常に重要であったように思う。一方で、新

たなチームである PT は、既存の教員集団における位置づけが脆弱になりやすく、PT に参

加する教員とそうでない教員との間の温度差も生まれやすい。その位置づけ(ルーティンと

の分担など)について全教員で明確に議論するとともに、PT の側に全体を巻き込むような

活動の工夫が求められるところである。 

こうした事態は今回に限ったことでなく、学校組織における恒常的な課題であろう。分

掌のあり方もそうであるが、生徒の安心・安全を第一に考える必要のある学校組織は、あ

る面では保守的にならざるを得ない。また、私企業と比べて、事務処理上のミスについて、

世間の厳しい目が向けられやすい教育界の現状において、着実な業務遂行も必要とされる。 

今回の実践が、今後の非常時における対応や、全く新しいことに対する取組みが求められ

た際に、有効に活用される経験値となることを願いたい。 
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ココロロナナ禍禍ででみみええるる保保健健体体育育科科ののすすががたた  
――““いいののちち””ににかかかかわわるる教教科科ととししてて――  

 

筑波大学附属高等学校保健体育科 

中塚義実、今西智津子、鮫島康太、征矢範子、松本英樹 

 

※本報告は、第 70回高等学校教育研究大会（2020年 12月 5日	 筑波大学附属高等学校主

催）の保健体育科分科会で取り上げた内容を、当日の議論とともに再構成し、研究資料

として提示するものである。 

 

ⅠⅠ．．ははじじめめにに  
	 70回目を迎える本校の研究大会において、保健体育科は公開授業と分科会を欠かさず実

施してきた。公開授業は 5名の専任教師がローテーションで担当し、分科会には教科全体

で取り組むかたちで 30年ほど取り組んでいる。教科分科会のテーマは公開授業とできるだ

け一致させ、教育界・スポーツ界の動向、あるいは生徒の実情を反映させたテーマ設定を

心掛けてきた（補足資料 1）。 

2017年度からは「社会の変化と保健体育科の使命」をメインテーマに掲げた。学習指導

要領の改訂期であることを踏まえてのテーマ設定であるが、それ以前に、高校生を取り巻

く社会の変化と生徒そのものの変化を現場で感じる中で取り上げたものである。 

	 2017年度	 Ⅰ	 保健の学習内容を考える 

	 2018年度	 Ⅱ	 生徒の変化とスポーツ指導 

	 2019年度	 Ⅲ	 創作ダンス・クラス作品作りから見えること 

	 今年度も、この続編で「オリンピック教育」を中心に据えてできないかと当初考えてい

た。しかし今年は、このような思惑を一気に吹き飛ばす人類史的なトピックに見舞われた。

「新型コロナ」のパンデミックである。「社会の変化」はこの 1年で一気に進まざるを得

なくなった。 

休校期間は 3か月に及び、生徒の心身の健康問題から、「朝体操」をはじめオンライン

でできることを試みた。分散登校が始まった 6月以降は「withコロナ」の新しい様式をい

かに定着させるかに力を注いだ。10月中旬の後期からは、できるだけ通常の授業に戻して

いくことを試みたが、時間数が限られる中で何ができるかに頭を悩ませた。また度々ぶり

返す感染拡大傾向のなか、体育実技をどのように進めていくかは、保健体育科だけの問題

ではない。いまだかつてないほどの大きなインパクトを感じてこの 1年を過ごしている。

どの学校でも、どの分野でも同じだろう。 

コロナ禍でみえる保健体育科のすがた

保健体育科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中塚　義実、今西智津子、鮫島　康太、征矢　範子、松本　英樹
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	 今回テーマに掲げた「コロナ禍でみえる保健体育科のすがた」は、広くとらえるなら「社

会の変化と保健体育科の使命」のシリーズである。しかし「社会の変化」が「新型コロナ」

によって一気に加速した今年、「コロナ禍」をメインテーマに掲げ、「保健体育科のすが

た」に真正面から向き合うことが必要であろうと考え、標記テーマとした。 

この 1年、何があったのか。その都度何を考えたのか。ある学校の実践記録として、ま

た教科の意義・意味を考える材料として、活用していただきたい。 

 

ⅡⅡ．．ココロロナナ禍禍ににおおけけるる保保健健体体育育科科のの取取りり組組みみ  
１１．．休休校校期期間間中中（（4～～5月月））  

１）経過 

3 月から一斉休校となり、そのまま春休みに突入し、先の見えない日々が始まった。休

校措置がいつまで続くかはわからない。長引く可能性もある。生徒を登校させない状態で

いったい何ができるのか。各教科で考えねばならない課題であるとともに、対面を前提と

してあらゆる活動が構築されてきたこれまでの学校教育活動全般について見直す機会とな

った。 

例年であれば年間計画を作成し、授業の準備に取り掛かるところだが、「新型コロナ」

の動向次第で先行きはまったく見えない。さまざまなケースを想定していくつかの案を作

成するが、わからないことを議論していても仕方がない。「無理はしない」「できること

をする」原則を確認するのみである。 

それよりも、ステイホームを余儀なくされている生徒たちのことが心配である。 

征矢範子は新 1年生の担任長として、入学しても登校できない新入生の様子が耳に入る

立場にあった。新 3年生担任の今西智津子にもクラスの生徒の情報が入る。また部活動や

委員会で生徒とやり取りすることも多く、休校期間中の生徒の様子を目の当たりにしてい

た。128 回生となった学年を卒業させたばかりの鮫島康太も、柔道部員とのオンラインミ

ーティングをいち早く行うなど、生徒の情報を数多く入手していた。2020年度は保体科主

任となる中塚義実は、最古参教師としてこの事態をリードした。 

4 月に入って松本英樹が保体科教師として着任した。着任してもステイホームが続く異

例のスタートとなったが、新たなスタッフを加えたこのタイミングで、改めて「保健体育

科の使命」「教科の存在意義」を全員で考えるよい機会となった。 

 

２）保健体育科からのメッセージ（補足資料 2） 

このような議論の中から生まれたのが「保健体育科からのメッセージ」である。保健体

育科は“いのち”を扱う教科であると述べ、「いまだからこそ」考え、実践してほしいこ

とを整理した。これが、コロナ禍における判断・行動の基準となった。 
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4 月 8 日の職員会議で全教員に共有した。このメッセージが「朝体操」の導入や、分散

登校での体育実技の重視など、「まずは生徒の心身の健康から」の共通認識につながった

のではないかと考える。 

4 月 11 日に、5 名の保体科教員が呼びかける動画と文書を配信した。1 年生には「保体

科教師自己紹介」動画もあわせて配信した。入学しても登校できない 1年生に、できるだ

け学校の様子、教師の姿を見せてあげたいとの思いであった。生徒のアンケートからは、

このメッセージが好意的に受け止められた様子がうかがえる。 

「まだ高校に行ったこともない中、先生から初めてメッセージをいただけてとても心強

かったのを今でも覚えている。自分は自粛期間も十分に楽しめたと思うが、それのきっか

けがこの文章だったので本当に感謝するべきだと思っている」（1年男子）。 

 

３）保健体育科からの課題（補足資料 3） 

メッセージに続いて 4月 13日には「課題」を配信した。①運動しよう、②学習しよう、

③観察しようの 3本柱で構成された課題は、生徒の生活習慣改善への働きかけでもある。 

「学習しよう」の教材は、「保体科特別授業」と称して毎週 1本配信した。「感染症と

その予防」「生活習慣と心身相関」は今西が、「運動しよう」は中塚が作成し、保体科全

員で事前チェックした。約 15～20分の音声付きスライドの作成は、慣れないうちは大変で

あったが、オンライン授業での保健・体育理論の教材づくりのトレーニングにもなった。1，

2年生は保健・体育理論の授業として配信し、視聴後の課題提出を求めた（3年生は視聴の

み）。 

 

４）保健・体育理論の動画配信授業 

	 休校延長が決まり、5月 11日からオンライン時間割が導入された。そして保健・体育理

論も本来の担当教師が音声付きスライドを作成し、動画配信授業を行った。毎週教材を作

成するのは大変だが、他の教師が作成した動画をみることもでき、自然に授業参観をしあ

う形で準備ができたのはよかった。 

 

５）PDCAシートを用いた運動習慣の確立（補足資料 4） 

	 「保体科特別授業③	 運動しよう」の実践編として、オンライン授業が本格始動する 5

月 11日からの 3週間、体育実技の課題として全校生徒に「PDCAシート」を課した。 

4月当初の「QCシート」が自己観察に特化したものであったのに対し、運動を計画・実

施・評価・修正するサイクルを実践してもらうためのツールであった。生徒の負担にはな

ったが、運動習慣を確立するのには有益であったようだ。 

 

６）「朝体操」導入 
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	 PT（プロジェクトチーム）が実施したアンケート結果から、生徒が「夜型・運動不足・

スマホ依存」に陥っていることがわかり、午前中の活動を促す必要があるとの認識に至る。

4月 22日～6月 12日に実施された「朝体操」については PT報告をご参照いただきたい。 

 

７）生徒の意識（休校期間中） 

休校期間中のこれらの

取り組みに対する生徒の

意識については、保体科

アンケートから知ること

ができる。これは 7月 31

日に全校生徒 722名にグ

ーグルフォームで配信し

たもので、8 月 7 日の締

切段階で 611名、最終的

には 659名から回答があ

った（回収率 90%）。 

休校期間中に「運動の

必要性を自覚」した生徒は 9割を超える（「かなりそう思う」と「ややそう思う」の合計）。

「朝体操」については 6割以上の生徒が有効に活用し、とくに 1年生にとって顕著である

（PT報告「朝体操」参照）。 

「PDCA シート」

についても 6割弱の

生徒が肯定的に捉え

ており、「朝体操」

同様、1 年生がより

よく活用できていた

ことが伺える。上級

生の自由記述からは

「PDCA シート」」

への不満もみられた

が、「面倒だったけ

どよかった」の声が

多くみられた。 
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８）休校期間中に校内の様子を少しでも感じることができるように 

～ゆとりの時間～“筑附の自然を楽しむアウトドアの授業！” を配信（全 10回） 

4月に着任したばかりの松本は、ステイホーム期にオンライン授業が進む中、ステイホ

ーム疲れ（オンライン疲れ）をしている生徒や、「学校自体がどのようになっているのか」

と思いを馳せている生徒が少なからずいるのではないかと感じていた。そこで、保健体育

科教師の立場から、オンライン授業の合間に息抜きができるような時間＝“遊び心”を忘

れないような取り組みができないかと考えた。 

松本の専門領域は野外教育である。カメラを片手に校内を散策してみると、本校の長い

歴史の中で育まれた豊かな自然（美しい草木や食べれる野草など）を数多く見つけること

ができた。それらを、 休校期間が終わり生徒が登校した際に、校庭や中庭を歩きたくなる

ように『花木の観察』『校内の野草を食す』『中庭の果実を食す』などのタイトルを付け

て A4版の資料 1枚にまとめ、2週間に 1度のペースで Google classroomに配信した（全 10

回）。この取り組みは「朝体操」とも結び付け、体操前後の数分間に、いまの校内の様子、

筑附の自然を食べてみた！ など、リアルに伝えることも試みた。休校期間後に生徒から得

たアンケートでは、「季節感を持つことができた」「学校の魅力を再発見した」「遊び心

を持つ（ポジティブでいる）ことができた」など、多くの前向きな感想が 2・3年生からも

寄せられた。 

この取り組みは、11月 8日の日本野外教育学会（オンライン研究大会）において発表し	

た。同学会発表スライドより引用する。
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「筑附の自然を楽しむアウトドアの授業」第 1回・第 3回（野外教育学会発表スライド） 

 
「筑附の自然を楽しむアウトドアの授業」生徒の回答（野外教育学会発表スライド） 

 

 
文化祭「桐陰祭 online」における展示（野外教育学会発表スライド） 
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２２．．分分散散登登校校開開始始かからら夏夏休休みみままでで（（6～～7月月））  

１）分散登校開始と体育実技の再開 

3か月続いた休校期間を終え、6月 1日から学年ごとの分散登校（本校では「分散 A」と

呼ぶ）が始まった。いつでも後戻

りできるように、オンライン授業

を続けながらの午後からの登校で

ある。月・木曜日は 1年生、火曜

日は 2年生、水曜日は 3年生が登

校し、ホームルームと体育実技を

行った。授業再開時にまず体育実

技が置かれた背景には、「朝体操」

導入の際にみられたように、「ま

ずは心身の健康から」の認識が教

師集団に生まれていたことが影響しているだろう。 

2 週間の「分散 A」を経て、徐々に登校日を増やしていく「分散 B」の段階に入った。

このタイミングで「朝体操」はその使命を終える。「分散 B」は 7月末まで続き、夏休み

をはさんだ 8月 24日より、全校生徒の一斉登校となる。ただしここまでの授業はいずれも

40 分で休み時間は 15 分。更衣時の「密」を避け、活動前後の手洗い・消毒および水分補

給を促す意図であった。 

 

２）分散登校期における体育実技の実際（補足資料 5） 

	 分散登校期の体育実技は、クラスごと男女共習で行うこととした。ねらいは「健康・体

力の回復」と「仲間との交流」である。感染予防対策を徹底したうえで、無理をしないで

できることから行う。とくに 1年生は、クラス全員がそろう初めての場面が体育実技にな

るので、ムードづくりも重要である。 

◆体つくり運動 

	 運動時だけでなく、運動前後の「密」を避けることが重要である。男子は体育館大アリ

ーナ、女子は小アリーナとミーティングルームを更衣場所に指定した。荷物は活動場所へ

持参。水筒は必須である。熱中症予防の観点から、運動中のマスク着用は任意とした。 

まずは「フィジカルディスタンスを体得する」ことを授業の大きなねらいに掲げた。集

合する際だけでなく、運動中も互いの距離感を保つことが重要である。 

40 分の授業時間ではあるが、更衣と消毒の時間を確保するため 30～35 分で授業を終え

る。感染症だけでなく暑熱対策も必要である。飲水の時間を授業中に確保するようにした。 

毎回の授業の流れはおおむね次のようなものである。 
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・その場で体操（「朝体操」的なもの。柔軟運動や補強運動も） 

・動きながらの運動（ブラジル体操／ラダー／ショートダッシュ／体ほぐし的なもの） 

・5分間走（3人組）／ボール運動（毎回異なる種目） 

	 後半のボール運動では、バレーボール、サッカー、バドミントンをローテーションした。

2 巡目ではラグビー、卓球、フライングディスクにも取り組んだ。各種目の学習というよ

りも、ボール等を用いて仲間と交流し、体ほぐしを行うねらいである。また、ボールやラ

ケットを使ったあとは必ず消毒することをこの段階で示し、未知のウイルスに対する危機

感を持たせるようにした。 

◆水泳 

	 コロナ禍における水泳の行い方について、各種ガイドラインを参考にしながら本校でも

実施することにした。例年は中高水泳部員が総出でプール清掃を行うが、今年は生徒がい

ないので中高教員有志で清掃した。6月 12日、「朝体操」最終日の午前中のことである。 

	 健康診断が為されていないことがネックであった。そこで事前に保護者に理解を得るた

め文書を作成し、同意が得られた生徒のみ入水できることとした。不同意の場合は見学扱

いである。 

	 男女共習の水泳授業では気を使うことが多いが、技能レベルの男女差はあまりない。そ

れよりも個人差の方が大きい。1、2 年とも 50m のクロールと平泳ぎの測定を最後に行う

こととし、徐々に慣らしていった。例年であれば、泳力向上のための「水泳特別授業」を

夏休みに保体科教員総出で行うのだが、今年はそれができない。よって、例年だと 100m

個人メドレーを行う 2年生も、1年生と同じ課題とした。3年生は「長時間ゆっくり泳ぐ」

のがねらいである。 

	 夏の暑い時期に水泳の授業が実施できたのはよかった。授業中および授業前後の感染対

策には気を使ったが、生徒の意識も高く、十分為されたと言える。 

 

３）生徒の意識（分散登校期） 

	 前記の調査から、「体育実

技は自分にとって有益であっ

た」生徒が 9割以上いたこと

がわかる。とくに「体力の回

復」もさることながら、「仲

間との交流」が生徒にとって

大きなウェイトを占めている

ことがわかる。これはどの学

年も同じ傾向であり、生徒に

とっての体育の意義を知るこ
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とができる。 

 

３３．．夏夏休休みみ明明けけかからら前前期期末末（（8月月末末～～9月月））（補足資料 6、7） 

１）留意点 

	 短い夏休みが明けた 8月 24日から全校生徒の一斉登校がはじまり、そのタイミングで教

育実習も始まった。授業は引き続き 40分。まだ平常授業には戻れない。本校では「分散 C」

と呼ぶ。 

	 一斉登校が始まったことから、「後期からいつもの授業に戻す」前提で年間計画を見直

した。そして「夏休み明けの体育実技の留意点」を以下のように整理し、休み明け最初の

授業で生徒に確認するとともに、教育実習生に徹底した。 

徐々にできることを広げていく、そのために今まで以上に自律することが求められるこ

とを生徒には徹底した。夏休み前はボールや用具の消毒をその都度行っていたが、「with

コロナ」の新しい体育様式では、活動後の手洗いを徹底する方に舵を切る。そのための時

間を確保することも重要である。 

＜＜夏夏休休みみ明明けけのの体体育育実実技技のの留留意意点点＞＞		 （教生配布資料より） 

	 全学年の一斉登校が可能となったので、体育・スポーツ活動も、制限を徐々に解除していきます。 

	 以下について、教師が担当する 1回目の授業で生徒たちに伝えます。皆さんが担当する授業もこれを

念頭に置いて準備を進めてください。 

１）どこまでできるか？ 

	 「密」を避ける／フィジカルディスタンスを保つ／飛沫を飛ばさない／手洗い・消毒等の感染予防対

策をしっかり行った上で、運運動動中中のの「「身身体体接接触触」」をを認認めめまますす！！  

【OK】サッカーやバスケ等「瞬間的な身体接触」やペアストレッチ等「意図的で安全な身体接触」 

 ⇒	 サッカーやバスケ等のゲームも OK 

【NG】顔が向き合った状態での諸活動や「密」な状態が続く活動 

⇒	 クラス全員での大繩／人間知恵の輪／柔道の寝技は NG（「半沢直樹」ふう接近も!） 

２）夏休み明けの体育実技の「ねらい」、あるいは「重視すること」 

<「withコロナ」における体育・スポーツ活動に主体的に取り組む！>ことを「ねらい」とします。 

・「しなければならないこと」を、自分たち自身で実践する（自律） 

・「できること」を、仲間とともに考え、実践する（自由） 

 

２）教育実習生の授業 

	 保体科では 7名の教育実習生を受け入れた。この間、水泳を除くすべての授業は教育実

習生が担当する。例年とは異なり、「体つくり運動」の指導案作成・実践を繰り返す形で

あるが、授業前半の体つくり運動、後半のボール運動など、工夫のしどころはたくさんあ
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る。また感染予防と暑熱対策、時間配分などのマネジメントの面でも教生には学ぶところ

が多かっただろう。 

	 例年は最終週に研究授業を行うが、今年は第 1週から「注目授業」の名称で、すべての

教生が互いに授業参観する機会を設けた。体育の授業がない金曜日には教生研究会で意見

交換の時間を設けた。 

	 「教育実習をやって、教師になりたい気持ちが強くなった。もっと早く教育実習がした

かった」と語る教生が複数いた。卒業後の進路選択にも影響した「新型コロナ」であった。 

 

３）教育実習後の授業 

	 3週間の教育実習を終えると、前期の授業は残りわずかである。そこで「新体力テスト」

を全学年行い、さらに時間をつくってスポーツ大会へ向けての準備にあてることとした。 

	 例年はバレーボール、バスケットボール、サッカーまたはフットサルのクラス対抗球技

大会と、運動会的な要素を持つイベントがスポーツ大会のなかみであるが、コロナ禍の今

年は学年ごとの半日開催となった。クラス対抗球技はバレーボールとアルティメット、ド

ッジボールとなり、授業内での練習が求められた。授業時数の関係であまり練習時間をと

ることはできなかったが、生徒は朝活動などで練習し、後期最初のスポーツ大会は例年と

は異なる穏やかなムードで進められた。 

 

４４．．後後期期開開始始かからら年年末末ままでで（（10～～12月月））  

	 後期になって授業時間は 45分となったが、いまだ多くの制約の中にある。保体科では後

期から、年度はじめに予定していた計画に沿って、各学年に割り当てられた単元を短時間

で進める形となった。 

 

１）1・2年生の必修単元 

	 男女別の授業がここから始まる。1・2組、3・4組、5・6組の単位である。1年生は、ま

だ隣のクラスの生徒の顔と名前が一致しない状態である。 

各単元 10時間の構成は、例年に比べ 3～4時間短い。45分に伸びたとはいえ、いつもは

50分授業である。また更衣室の密を避け、手洗いや消毒の時間を確保するため早めに授業

を終える必要があり、毎時間があわただしい。到達目標や学習内容についても、生徒の様

子をみながら修正していく必要があった。 

	 屋外の活動であっても「密」を避け、顔が近付く場面をつくらないようにしているが、

それ以外はおおむね通常通りの体育実技に戻した。むしろ体育実技の前後、とりわけ更衣

室が鬼門である。引き続き指導を徹底している中での「第三波」の到来。12月 5日の研究

大会の時点では、「運動中以外のマスク着用」を改めて議論する段階にあった。 
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２）3年生の選択単元 

	 例年、3 年生の夏休み前は「既習教材」の、後期は「未履修教材」の選択実技に取り組

む。しかし今年は夏休み前がすべて「体つくり運動」となったので、選択実技ができない

ままであった。 

生涯スポーツを見据えて、選択実技は何とか実現させたい。まだ先の見えない状況では

あったが、後期からは既習・未履修問わず、生徒が企画した講座に取り組む選択実技を行

うことを決定し、夏休み明けに生徒に伝えた。生徒の意向を受けて保体科で種目を決定し

本調査を実施、後期に備えた。 

サッカーやバスケットボールなど、前期にできなかった種目に取り組む一方で、「ゆる

スポーツ」や「コピーダンス」などの新規種目への挑戦もある。高校 3年間だけでなく、

小学校から続く 12年間の必修体育の集大成として、3年生は取り組んだ。 

 
 

ⅢⅢ．．第第 70回回研研究究大大会会ででのの意意見見交交換換  

	 12 月 5 日の第 70 回研究大会では、午前中の全体会で「朝体操」を、午後の分科会で上

記の報告をし、参加者とともに意見交換した。高校・大学の現場で同じようにコロナ禍に

直面する参加者からは、本校の取り組みについての肯定的な意見とともに、活発な質疑応

答が為された。分科会記録のかたちで当日の意見交換を残しておきたい。 

 

１１．．休休校校・・オオンンラライインン時時間間割割・・分分散散登登校校のの期期間間ににつついいてて  

【実践報告】教科分科会資料とスライドを用いて実践報告をした。実際の授業の様子は、7

月 3日の 1年生男女「体つくり運動（ラグビーボール使用）」の動画を編集して参観した。 

【質問】分散登校が始まり、学校に来ることや体育授業への参加をためらう生徒への対応

は？	 また水泳授業を取りやめる学校が多い中、実施してみてどうだったか？ 

【回答】 

征矢：1 年生は、一度登校してしまうと、楽しさや喜びが大きく、不安感はあまりみられ

なかった。 

前 半 後 半 前 半 後 半

グラウンド サッカー(中塚) ソフトボール(今西) サッカー(鮫島) ×

体育館大アリーナ バドミントン(今西) バドミントン(鮫島) バドミントン(今西) バドミントン(鮫島)

体育館小アリーナ 卓球(松本) × 卓球(松本) 卓球(松本)

高校コート面 バスケットボール(鮫島) バレーボール(征矢) バスケットボール(征矢) バレーボール(征矢)

武道館 × ゆるスポーツ(中塚) × コピーダンス(今西)

注）「サッカー」は「フットサル」を含む

2020活動場所
＆実施種⽬

33--114455 33--223366
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今西：他学年に比べ 3年生には個別対応が必要な生徒が多くいたように感じる。アンケー

ト等でも生徒の意識を把握し、丁寧な対応を心がけた。保健室とも連携した。 

中塚：分散登校では「体育のためだけに登校する」日もあったが、体育での「仲間との交

流」の必要性を感じた生徒はポジティブに取り組めていたと思う。 

鮫島：健康診断ができていないので、水泳の実施に当たっては学校医や養護教諭と相談し

ながら慎重に進めた。保護者から参加同意書を得られた生徒のみ参加を認めたが、不同意

も数人いた。更衣室での密を避けたり、泳ぐ方向の工夫などもした。体力の回復だけでな

く、リラックス効果もあったと感じている。 

五味（養護教諭）：オンラインから分散 A、分散 Aから分散 Bなどの移行期に不安感が現

れていたが、移行したことを受け入れると、現実世界に慣れ、落ち着いていった。第 3波

が迫る今、個別対応をより心がけている。本校体育科が意思統一して“メッセージ”を柱

に、「朝体操」など具体的な対応を進めたことは素晴らしいと感じている。「朝体操」で

所属感を味わえたことは、心理面でプラスになったのではないか。 

 

２２．．夏夏休休みみ明明けけのの教教育育実実習習、、後後期期のの授授業業（（ととくくにに柔柔道道））やや学学校校行行事事ななどどににつついいてて  

【実践報告】教科分科会資料とスライドを用いて実践報告をした。授業の様子は 11 月 25

日の 1年生男子「柔道」の動画を編集して参観した。 

【質問】柔道は密着したり顔が接近するが、抵抗感を示す生徒はいなかったか。その場合

の対応は？	 柔道の授業でマスクで息苦しくなった生徒にはどのように対応しているのか。 

【回答】 

鮫島：単元はじめのオリエンテーションで、スポーツ庁や全柔連のガイドラインを紹介し、

適切に取り組めば感染リスクは低いことを説明し、コロナに限らず心配があれば相談に来

るよう促した。相談はゼロで、事後アンケートでは 1～2人が不安だったと回答した。生徒

のコロナへの危機感の低さも実感している。マスクについては、マスクの質にもよるが、

窓際でマスクを外して呼吸するよう指示。水分補給も大切にしている。 

 

３３．．ブブレレイイククアアウウトトルルーームムににてて－－各各現現場場のの取取りり組組みみやや本本校校のの実実践践ににつついいててののココメメンントト  

	 参加者を 4つのグループに分け、6～7名で意見交換した。 

�今西グループ 

・コロナ禍でのノウハウを今後も活かすべき 

・体育実技の許容範囲を広げてきたが、どう抑える？ 

�松本グループ 

・コロナ対応は教員も徹底できているのか？（例）ビブス 

・生徒の自主性をくすぐる様な具体的な指導方法って？ 

�鮫島グループ 
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・休校開け 1回目の授業をどうする？マス目で距離をとる 

・参加拒否の生徒に不利にならない対応の授業づくり 

�中塚グループ 

・高校と大学の様子。部活動はどうなっている？ 

・授業に比べ、部活動の方が統率しやすい場合もある。 

 

４４．．ブブレレイイククアアウウトト後後のの意意見見交交換換  

ブレイクアウト後は全体で 15時すぎまで意見交換して中締め。その後は 16時まで、時

間が許す方とともに情報交換をした。 

以下はその際のやり取りの記録である。 

 

参加者 A：体育授業内で身体接触 OKに踏み切ったきっかけは？ 

征矢：スポーツ庁のガイドラインに沿って考えた。 

今西：都教委やスポーツ庁の指針はざっくりしたものが多い。各スポーツ団体のガイドラ

インも参考にした。本校では体育の方が生徒をコントロールしやすい。体育でどこまでで

きるかを示し、その後に部活動における方向性を決めていった。 

参加者 A：部活動は自己判断でできる。体育は強制（全体）参加なので慎重になっている。 

中塚：万全の対策を講じるが、それでも感染する時はする。「withコロナ」の意識を持ち、

着地点を探りながら進めている。全部止めると別の弊害が生じる。 

五味：実行力のある持続可能な方法が大切。対策をルール化して厳しくし過ぎるとコロナ

感染が絶対悪になってしまう。それはよくない。 

参加者 B：生活の中で感染し、それを持ち込むことの方が怖い。田舎にいるので外の地域

との接触を断つことが求められる。行動と体調の記録を徹底している。屋外でのスポーツ

は感染対策していれば接触しても大丈夫だろう。 

征矢：生活のコントロールって難しいですね…。 

参加者 B：都会へ出ないことを徹底できている小・中学校などは、普通に学校がある。で

も、大学生は難しい。 

征矢：入試はどうしているのか？ 

参加者 A：入試前は 2.5日の閉鎖。5回の入試があるので 2月の 1週目はすべて休校。 

参加者 C：〇〇（学校名）では面接入試はオンラインで行ってきた。筆記はどうしたらい

いか…。試験前日は休校です。 

参加者 B：面接は壁を作るなど対策を徹底して実施。筆記はどうしよう…。共通テストは

どうするのだろう。ある大学で、受験生の中に感染者がいてコロナが持ち込まれた。これ

は防げない。 



－ 110 －

14 
 
 

中塚：本校も 1教室あたりの人数を減らして受検するようにしている。すると教室が増え

て監督教員が必要となる。 

参加者 B：オンライン⇒対面⇒オンラインに戻す、ような考えはあるか？ 

中塚：覚悟はあるが準備はしていない。相当コロナが悪化しないと戻らないのでは、とい

う期待もある。 

今西：何を基準としてフェーズを戻すのか。レベルを明確に示さないので誰にもわからな

い。 

中塚：ある高校で野球部に感染者が出て、隣で活動していたサッカー部も管理職判断で活

動停止になり、高校 3 年生の最後の大会に出場できなくなった。主催者側としては「with

コロナ」の新たな様式で活動してほしいと願うが、参加者側の心構え（行動）も大切。 

参加者 B：保健体育科と他教科との温度差ってある？ 

参加者 C：保体科の中でも温度差がある。〇〇（学校名）には寮があり、そこの担当教員

の意識はすごく高い。 

参加者 B：教科によってはオンラインでいけるだろうが、教科間の差もある。 

征矢：体育実技は優先されてきた。ただ、教科内でも個人差はある。本校保体科は、細か

いことでも共有をしながら進めてきた。それが大切だと思う。 

参加者 B：教科の団結力、風通しのよさが大切。筑附のような職場で働いてみたかった。 

中塚：休校期間中は、美術・音楽とも連携した。体・芸・家の 3教科の連携は大切だ。 

参加者 C：今後（手に入れたノウハウである）オンラインを活用していく予定はあるか？ 

中塚：個々のアイデアとしてはあると思う。次年度の文化祭では、対面とオンラインの両

方を取り入れたいと生徒は言っている。 

参加者 B：教育実習はどのように対応したのか？ 

中塚：単元計画は、作るだけになってしまった。実際に受け持つ授業は、体つくり運動の

単発授業を行った。 

参加者 D：教育実習は△△（大学名）も大変でした。半分は見学でもよい、と大学から附属

に通達したが、附属の受け入れ態勢も不十分であるように感じ、学生を不憫に感じた。 

征矢：水泳は教員が担当した。例年より少ないが、可能な限り授業を持たせることができ

たと思う。 

中塚：7月の時点では、保健はオンライン授業になる可能性もあった。色々な対応が大切。 

松本：筑附で働き始めて、本校の保体科の責任感やスピード感に驚いている。夏休み中も

教育実習生の指導にあたり、応えることができる学生にも力を感じた。これからもこのよ

うな研究会で皆さんと連携して学びを深め、またそれを広く共有していければと思う。本

日はありがとうございました。 
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ⅣⅣ．．おおわわりりにに－－「「Withココロロナナ」」かからら「「Afterココロロナナ」」へへ  
	 1 月からも、感染防止対策を十分施したうえで当初の計画に沿って授業を進める予定で

あったが、残念ながらふたたび「分散 B」となった。オンラインと対面の組み合わせで、

保健・体育理論は動画配信授業となり、体育実技も従来の計画を見直さざるを得なくなっ

た（補足資料 8）。 

原則として「運動時においてもマスク着用」とし、身体接触を伴うスポーツは見合わせ

る。フィジカルディスタンスを従来以上に意識させ、運動後の手洗い・消毒を徹底するた

め授業は 5分前に終えることを確認した。もっとも心配な更衣場面での「密」を避けるた

め、男子は武道館で、女子は複数の更衣室に分かれて更衣することとした。 

	 コロナ禍でさまざまな工夫をしながら、手探りでここまで歩んできた。先は見えないし、

正解がどこにあるのかもわからない。目の前にあることに対して誠実に、信念を持って取

り組むのみである。まずはこの難局を乗り越え、「With コロナ」で得た知見を「After コ

ロナ」に生かしていきたい。 

保健体育科の使命・意義、学校教育のあるべき姿、リーダーのあり方など、本質的なこ

とを考える機会の多いこの 1年であった。 
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筑筑波波大大学学附附属属高高校校保保健健体体育育科科	 研研究究大大会会・・四四校校研研概概要要（（2004～～2020））

回数 公開授業（担当者） 分科会テーマ 四校（旧三校）研

第54回 2004.12.4. 土 2年男子ﾗｸ ﾋ゙ﾞー (貴志)
体育の授業で何を学ぶのか

－コミュニケーション・人との関わり合い方を学ぶ(中塚)

『月刊体育科教育』に、小中高一貫指導に関する

連載（1年間）

第55回 2005.12.3. 土 2年男子柔道(鮫島)
体育の授業で何を学ぶのか(2)

－コミュニケーション能力の持つ意味(貴志)

第1回小中高合同研究会(060225)

　－“体つくり”と“動きづくり”

　　中塚（1年男女ﾄﾚｰ ﾆﾝｸ ）゙

第56回 2006.12.2. 土 2年男子ﾊ ﾚ゙ｰ (藤生)
体育の授業で何を学ぶのか(3)

－教師が考えるコミュニケーション能力と生徒の実態(鮫島)

第2回小中高合同研究会(070127)

　－ﾊ ﾚ゙ｰ ﾎ ﾞー ﾙ型ｹ ﾞー ﾑ

　　藤生（2年男子バレー）

第57回 2007.12.1. 土 2年女子ﾀ ﾝ゙ｽ (宮崎)
学校体育と「ゆとり教育」

－保健体育科の20年間のあゆみから（中塚）

第3回小中高合同研究会(071110)

　－表現運動・ダンス

　　宮崎（2年女子ダンス）

第58回 2008.12.6. 土
1年女子ｻｯｶｰ (中塚)

－「導入」と「まとめ」

体育の学習内容を考える

－一単元にかける時間数を踏まえて(藤生)

第4回小中高合同研究会(090124)

　－「じゃれ合う」から「組み合う」

　　鮫島（2年男子柔道 ）゙

第59回 2009.12.5. 土
1年女子ﾊ ｽ゙ ｹ (貴志)

－ﾊ ｽ゙ ｹ ｯﾄﾎ ﾞー ﾙから学ぶ文化と身体

運動・スポーツ好きを学校で育てる

－授業実践及びスポーツ活動を通して(征矢)

第5回小中高合同研究会(100130)

　－「走る」：速く走る動作の習得

　　征矢（2年男子陸上）

第60回 2010.12.4. 土
1年女子柔道(鮫島)

－導入の授業
初心者の指導について(藤生)

第6回小中高合同研究会(110122)

　－ゲーム・球技領域　ゴール型（「投げる捕る」

技能を用いたｺﾞー ﾙ型ｹ ﾞー ﾑ）

　　貴志（1年男子バスケ）

第61回 2011.12.3. 土
1年保健(藤生)

－食生活を考える
「体育理論」の授業(鮫島)

第7回小中高合同研究会(120121)

　－器械運動(マット運動)

　　中塚（1年男女マット運動）

第62回 2012.12.8. 土
1年男子陸上(征矢)

－長距離・投てき
工夫すれば長距離走も楽しくなる(貴志)

第8回小中高合同研究会(130126)

　－攻撃を楽しむネット型・ﾊ ﾚ゙ｰ ﾎ ﾞー ﾙ

　　藤生(2年男子バレー)

第63回 2013.12.7. 土
2年男子ラグビー(中塚)

－導入の授業
体育実技「ラグビー」の可能性と課題(中塚)

第9回小中高合同研究会(140125)

　－投げる動作の習得

　　征矢（1年女子ﾊﾝﾄ ﾎ゙ ﾞー ﾙ）

第64回 2014.12.6. 土
1年男子ﾊ ｽ゙ ｹ (貴志)

－ﾊ ｽ゙ ｹ ｯﾄﾎ ﾞー ﾙで学ぶ状況判断力

ゴール型球技で何を教えるのか

－マンツーマンディフェンスの限界(征矢)

第10回小中高合同研究会(150124)

　－ゴール型「サッカー」

　　中塚（2年男女サッカー）

第65回 2015.12.5. 土 1年男子柔道(鮫島)
体育活動中の事故防止と授業づくりの考え方

－体育実技の授業の中でできること、すべきこと(藤生)

第11回小中高合同研究会(160130)

　－これまでの10年をまとめて

　　全体会と分科会

第66回 2016.12.3. 土 3年選択ヨガ(鮫島)/ﾋﾞー ﾁﾃﾆｽ (藤生)
体育科におけるアクティブラーニングとは何か

－3年選択実技を通して考える（藤生）

第12回小中高合同研究会(170128)

　－フェアプレイ精神を育む体育授業

　鮫島（2年男子柔道）

第67回 2017.12.9. 土
1年保健（征矢）

－性教育を「倫理」とともに考える

社会の変化と保健体育科の使命Ⅰ

－保健の学習内容を考える（貴志）

第13回小中高合同研究会(180127)

　－かかわりあいで学ぶ体育授業

　今西（1年女子バスケ）

第68回 2018.12.1. 土
1年男子サッカー（中塚）

－サッカーで「自由と責任」を学ぶ

社会の変化と保健体育科の使命Ⅱ

－生徒の変化とスポーツ指導（中塚）

第14回小中高合同研究会(190126)

　－遊び心を育む授業～楽しみ方の工夫を通して

　征矢（1年男子陸上「長距離走」）

第69回 2019.12.7. 土

2年女子ダンス（今西）

－クラス作品を作り、学年発表会を行お

う！

社会の変化と保健体育科の使命Ⅲ

－創作ダンス・クラス作品作りから見えること（征矢）

第15回小中高合同研究会(200125)

　－きづき（気づき・築き）のある体育授業

　貴志（2年男子ラグビー）

第70回 2020.12.5 土

【オンライン】分散登校における体育実

技（体つくり運動を中心に）

1年男女(中塚)／1年男子柔道(鮫島)

コロナ禍でみえる保健体育科のすがた

－“いのち”にかかわる教科として（中塚）

※全体会で＜生徒の実態調査から「朝体操」へ＞（中塚）

第16回小中高合同研究会(期日未定)

　－コロナ禍における体育の授業（仮）

期⽇

補補足足資資料料１１
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充実した⾼校⽣活のためのＱＣ(Quality Control)シート 2020筑波大学附属高等学校保健体育科

　　　　　年　　　組　　　番　氏名 所属部： 身長：

（月） （火） （水） （木） （金） （土） （日）

運動の時間帯

朝食の時刻

朝食のタイプ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ

昼食の時刻

昼食のタイプ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ

夕食の時刻

夕食のタイプ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ 家/外/弁/コ

間食の有無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無

夜食の有無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無 重／軽／無

昨日の就寝時刻

今日の起床時刻

睡眠時間

昼寝時間

学習時間

１日の満足度 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	

就寝時の元気度 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	 5		4		3		2		1	

起床時脈拍

起床時体温

体重(風呂上がり)

毎日の感想

１週間を通しての感想

項　　　目

運
　
動

栄
養

(

食
事

)

休
養

(

睡
眠

)

学
　
習

体
　
調
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2020.5.9.

保保健健体体育育科科かかららのの課課題題②②

休校期間はさらに伸び、5月 11日からは「オンライン時間割」による授業が始まります。
保体科では、各自にあった運動を「計画・実践・評価（記録）・改善（修正）」するための「PDCA

シート」を用意しました。このシートの記入を毎週続け、提出することを保体科からの課題とします。

体育実技の授業はできませんが、「運動」は各自でできます。自己観察するだけだった QC シート
から一歩踏み出し、PDCA シートを用いて運動を計画し、実践し、記録してください。その際、朝早
く起きることや、運動の原理・原則に基づいて計画を立てること、計画に沿ってしっかりと運動する

ことが重要です。体育実技の評価は「PDCAシート」を用います。
「朝体操」についてはストリームに上げた通りで、大切な教育活動に位置づけています。「その時

間は別の運動を行っている」「家庭の事情で参加が困難」などの事情がある場合はその旨をシートに

記入し、朝体操に代わる運動を計画し実践してください。

＜PDCAシートの作成の手順＞
①配布されたスプレッドシートに、当該週の前日までに運動の１週間の計画を立てる(Plan)。
②計画に沿って運動を実践し(Do)、シートに記録する(Check)。
③自分の実践を反省・修正し、翌日・翌週の改善につなげる(Action）。
④当該週翌日の月曜日に、スプレッドシートのまま提出する。

※ このサイクルを休校期間中繰り返す。

＜本課題のねらい＞

①規則正しい生活（運動・栄養・休養） の必要性を理解し、外出自粛の中でも健康に留意した生活を

送ることができる。

②限られた環境の中でも、朝体操を活用するなど、運動を継続的に実行できる。

③運動の原理・原則を理解した上で、運動の P D C Aサイクルを回すことができる。

注）次ページは記入例。上が計画。下が実践記録

補補足足資資料料４４
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2020.5.29
全校生徒各位

筑波大学附属高等学校 保健体育科

分分散散登登校校 Aににおおけけるる体体育育授授業業ににつついいてて

新型コロナウィルスの感染状況が改善され、緊急事態宣言も解除されました。私たちの日常生活は

これから徐々に戻っていくことが期待されます。しかし、感染拡大のリスクがなくなったわけではな

く、第二、第三と感染の波が訪れることも懸念されており、未だ気を抜けない状況でもあります。

そのような中、本校でも分散登校が始まります。その登校した際の限られた時間の中で、何を優先

して学習すべきか検討した結果、本校では「体育実技」を行うことになりました。十分に配慮をして

指導しますが、身体活動をともなう授業ですので、みなさんが気持ちを整理して出席できるために、

なぜ今体育なのか、どのように行うのかについて、説明をしておきます。

１１．．	 ななぜぜ今今体体育育ななののかか（（授授業業のの目目的的））

① 「体力」の回復

⇒保健体育は、全ての学習の基盤となる「心身の健康」、そして「いのち」に関わる教科です。

「健康」は、「運動・栄養・休養」に深く関わり、体育実技では「運動」について深く学びます。

オンライン授業の中で、QCシートや PDCAシートを作成してもらいました。うまく「見える化」
して、自分のサイクルを確立している人もいる一方で、十分に調整出来なかった人も少なくありま

せんでした（この状況下では難しいところもあったと思います）。学校が再開され、本格的に高校

生活を取り戻すには、体育授業に取り組む中で、身体活動量を徐々に増やし「行動力」を回復させ

るとともに、免疫力などの「生存力」を含めた「体力」の回復を図る必要があります。

② 仲間と一緒に運動

⇒朝体操は任意参加としていましたが、現在 1年生が約 9割、2・3年生は約半数の参加率で行われ
ています。参加している人からは、「決まった時間に運動することで生活習慣の維持や改善に役立

った」「仲間と一緒に運動することで心の健康にも大切な機会となった」という声が寄せられてい

ます。“運動する”だけではなく“誰かと一緒に運動する”ことは、心身の健康に影響があります。

分散登校時の体育では、以前のように接近・接触する機会はまだ持てませんが、仲間と交流しなが

ら運動をすることで、心身の健康の向上をさらに図ってほしいと思います。

２２．．	 持持ちち物物

水筒（冷水機は使えません）・タオル（自分のもの以外は使わない）・着替え（必要な人）

ビニール袋（グラウンドに荷物を置くので荷物を入れる用に 1枚あると汚れない）・運動靴・
雨天の場合は体育館シューズ（貸出用は使えない）

３３．．授授業業のの流流れれ

・ 更衣場所…男子：体育館大アリーナ（グラウンド側から出入り）

女子：小アリーナ、女子更衣室、1・2階ミーティングルーム（ｴﾝﾄﾗﾝｽから出入り）
・ 授業はクラスごと、男女共修で行う

補補足足資資料料５５
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・	 授業開始 10分と、終了前 10分は更衣の時間とする 
・	 実技は、晴天時はグラウンドとコート面、雨天時は大アリーナと小アリーナでフィジカルディス

タンスをとりながら行う 
※活動場所と時間の流れの詳細は次の表を参照 

 
※前のクラスの移動が遅れていた場合は、前庭やコート面など屋外で待機し、指示があるまで体

育館や校舎内に入らない（三密を避ける） 
 
４４．．留留意意事事項項  
・	 更衣室の三密を避けるため、なるべく更衣が必要ない運動出来る服・グラウンド用靴で登校する。 
・	 授業前後に手洗いを徹底する。 
・	 接触をするスポーツは行わず、２ｍほどの距離を保ちながら運動する。 
・	 共有する用具に関しては授業毎に消毒をする。 
・	 荷物は全部持って移動する。（HR場所や更衣場所に置きっぱなしにしない） 
・	 マスクを着用する場合は、N95などの医療・産業用ではなく、家庭用を各家庭で用意する。（ス

ポーツ庁の指導では、十分な呼吸ができなくなるリスクや熱中症のリスクを考慮して、お互いの

距離を十分に確保すれば、体育授業中のマスク着用は必要ないとしている。ただし、これはマス

ク着用を否定するものではない。） 
 
５５．．体体調調不不良良・・見見学学等等ににつついいてて  
・	 激しい運動は予定していませんが、久しぶりの屋外での運動となる人も多いと思います。体

調に心配のある人は、遠慮なく当日の授業担当の先生に申し出てください。また、既往症が

ある人は、必ず活動前に申し出てください。	

・	 見学する場合は、その旨を生徒手帳に保護者に記入してもらい、担当教諭に見せるようにしてく

ださい。 
 

更衣室
1組

男子：大アリ

女子：小アリ

2組
男子：大アリ

女子：小アリ

3組
男子：大アリ

女子：小アリ

4組
男子：大アリ

女子：小アリ

5組
男子：大アリ

女子：M TGルーム

と女子更衣室

6組組
男子：大アリ

女子：M TGルーム

と女子更衣室

手洗い・更衣
15:30

完全下校
15:40

15:00

15:10

15:20

手洗い・更衣 手洗い・更衣

14:50

＜体育＞

晴:コート面

雨:大アリ奥舞台側

＜体育＞

晴:グラウンド手前

雨:大アリ手前入口
側

＜体育＞

晴:グラウンド奥

雨:小アリ

14:40

＜H R >

地理教室

＜H R>

武道館

＜H R>

被服室

屋外で待機 手洗い

更衣と移動

屋外で待機
14:30

屋外で待機 手洗い

更衣と移動

屋外で待機 手洗い

更衣と移動

14:10

手洗い

更衣と移動

手洗い

更衣と移動

手洗い

更衣と移動
14:20

屋外で待機 屋外で待機

13:40

＜体育＞

晴:コート面

雨:大アリ奥舞台側

＜体育＞

晴:グラウンド手前

雨:大アリ手前入口
側

＜体育＞

晴:グラウンド奥

雨:小アリ

13:50

14:00

手洗い・更衣

＜H R>

地理教室

手洗い・更衣

＜H R>

武道館

手洗い・更衣

＜H R>

被服室

13:10

健康チェック（前庭）
13:20

13:30
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2020年度 保健体育科 年間計画

月 3

１２男子 3

１２女子 3

３４男子 3

３４女子 3

５６男子 3

５６女子 3

１２男子 2

１２女子 2

３４男子 2

３４女子 2

５６男子 2

５６女子 2

3

3

3

3

3

3

3

3

征矢

鮫島 サッカー サッカー 鮫島 松本 松本

鮫島

松本 テニス バドミントン 松本 今西 今西
２３６組

今西 バスケ バスケ 今西

未履修教材

から選択征矢 バレー バレー 征矢

征矢 バレー バレー 今西 征矢 征矢

中塚 サッカー サッカー 中塚 中塚 中塚

鮫島

松本 テニス バドミントン 松本 今西 今西

バスケ 鮫島

スポーツ大会

水泳

未履修教材

から選択

鮫島

未履修教材

から選択

中塚

未履修教材

から選択征矢

３ １２　・　１１　＋　水泳３ ８＋水泳２ １１ １１

３年

１４５組

測

定

鮫島 バスケ

第1期 第２期前半 第２期後半 第３期 第４期前半 第４期後半

松本 6組 松本征矢 陸上 征矢 ダンス 今西 バレー

小出

松本 バレー 松本 ラグビー 松本 柔道 鮫島 5組 鮫島

3組 小出

征矢 陸上 征矢 ダンス 征矢 バレー 中塚 4組

中塚 2組 鮫島

鮫島 柔道 鮫島 バレー 今西 ラグビー 松本

松本

２

年

生

1組 松本

征矢 陸上 征矢 ダンス 征矢 バレー

2020保健・体育理論

２年
測

定

松本 バレー 松本

スポーツ大会

水泳

柔道 鮫島 ラグビー

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期

種目１５～１７　＋　水泳３ ３～５＋水泳２ １２～１４ １３～１４

鮫島 バスケ 今西 6組 中塚

陸上 征矢 5組 征矢

中塚 サッカー 中塚 ハンド 松本 体操

今西 4組 今西

今西 バスケ 今西 柔道 鮫島 サッカー 中塚

3組 中塚

中塚 サッカー 中塚 ハンド 松本 体操 鮫島 バスケ

今西

今西 バスケ 今西 柔道 鮫島 サッカー 中塚 陸上 征矢

中塚 サッカー 中塚 体操 中塚 ハンド

今西 サッカー 中塚

１

年

生

1組 征矢

征矢 バスケ 今西 2組

2020保健・体育理論

１年
体ほぐし

トレーニング

鮫島 柔道 鮫島

スポーツ大会

水泳

陸上 征矢 バスケ

１０～１１ 種目１５～１６　＋　水泳３ ５～７＋水泳３ １５ １４ １４

2

第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期

2020.3.30.

4 5 6 7 9 10 11 12 1

2020年度 保健体育科 年間計画【確定版】

月 3

１２男子 3 1 1 今西

１２女子 3 2 2 征矢

３４男子 3 3 3 中塚

３４女子 3 4 4 鮫島

５６男子 3 5 5 中塚

５６女子 3 6 6 鮫島

１２男子 2 1 1

１２女子 2 2 2

３４男子 2 3 3

３４女子 2 4 4

５６男子 2 5 5

５６女子 2 6 6

※

3 1 1

3 4 4 ※

3 5 5

3 －

3 2 2 ※

3 3 3

3 6 6 ※

3 －

陸上 征矢 ダンス 征矢 バレー

陸上 征矢 ダンス 征矢 バレー

バレー 松本 ラグビー 松本 柔道

陸上 征矢 ダンス 今西 バレー

柔道 鮫島 バレー 今西 ラグビー

第Ⅳ期 第Ⅴ期

12～14h 13～14h

バレー 松本 柔道 鮫島 ラグビー

卓球 松本 卓球 松本 後期の1・2年は、各学年の必修単元をすべて行

う。3年は前期にできなかった既習教材を含めた

未履修選択

バスケ 今西 ｺﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 今西

サッカー 鮫島 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 鮫島 8/24から一斉登校で40分授業。教育実習後は新

体力テストとスポーツ大会準備。征矢 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 征矢 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 征矢

6月1日から7月末までオンライン授業と分散登校

の併用。体育実技はクラスごと男女共習で体つ

くり運動（球技含む）と水泳を行う。

鮫島 卓球 松本 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 征矢

バスケ 今西 ゆるｽﾎﾟｰﾂ 中塚

今西

征矢 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 鮫島 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 鮫島

３年

１４５組
※朝体操15分

（4/22～5/29）

※P D C Aシートの活用

(5/11～5/29)

体ほぐし

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

ﾘﾌﾚｯｼｭ

松本

水

泳

／

球

技

等

体

つ

く

り

運

動２３６組

体ほぐし

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

ﾘﾌﾚｯｼｭ

松本

鮫島

5月末まで休校。休校中は、保健の動画と、

PD C Aシートを用いた運動の実践。4月22日から

6月12日まで「朝体操」を保体科で実施。

(5～6h)＋(9h)		～5/31 6h 5～6h 10～11h 10～11h

ス

ポ

�

ツ

大

会

準

備

体

力

テ

ス

ト

サッカー 中塚 ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ

松本

第Ⅰコロナ期(休校) 第Ⅱコロナ期(段階的登校) 第３期 第４期前半 第４期後半

5組 鮫島

松本 松本 6組

鮫島

小出

中塚 中塚 4組 小出

2組 鮫島

今西 松本 3組
２

年

生

1組 松本

鮫島 中塚

松本

２年

※朝体操15分

（4/22～5/29）

※P D ACシートの活用

(5/11～5/29)

ﾘ

ﾌ

ﾚ

ｯ

ｼ

ｭ

ﾄ

ﾚ

ｰ

ﾆ

ﾝ

ｸ

ﾞ

体

ほ

ぐ

し

松本
体

つ

く

り

運

動

水

泳

／

球

技

等

ス

ポ

大

準

備

体

力

テ

ス

ト鮫島

（3h)+ (6h)		～5/31 8～9h 7～8h 2020保健・体育理論

中塚

第Ⅰコロナ期(休校) 第Ⅱコロナ期(段階的登校) 第Ⅲ期

征矢

中塚 サッカー 中塚 ハンド 松本 体操 バスケ 今西 6組

今西

征矢 バスケ 今西 柔道 鮫島 サッカー 陸上 征矢 5組

中塚

今西 サッカー 中塚 ハンド 松本 体操 バスケ 今西 4組

今西

中塚 バスケ 今西 柔道 鮫島 サッカー 陸上 征矢 3組

征矢

今西 サッカー 中塚 体操 中塚 ハンド バスケ 今西 2組

征矢 バスケ サッカー 中塚

１

年

生

1組

2020保健・体育理論

１年

※朝体操15分

（4/22～5/29）

※P D ACシートの活用

(5/11～5/29)

ﾘ

ﾌ

ﾚ

ｯ

ｼ

ｭ

ﾄ

ﾚ

ｰ

ﾆ

ﾝ

ｸ

ﾞ

体

ほ

ぐ

し

征矢
体

つ

く

り

運

動

水

泳

／

球

技

等

ス

ポ

大

準

備

体

力

テ

ス

ト

柔道 鮫島 陸上

2

第Ⅰコロナ期(休校) 第Ⅱコロナ期(段階的登校) 第Ⅲ期 後期

(5～6h)＋(9h)		～5/31 10～11h 8～9h 25h 20h

2020.9.25.

4 5 6 7 8～9 10 11 12 1

補補足足資資料料６６ 年年度度当当初初のの年年間間計計画画

補補足足資資料料７７ 修修正正さされれたた年年間間計計画画（（12 月月ままでで））
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2020年度 保健体育科 年間計画【緊急事態修正版】

月 3

１２男子 3 1 1 今西

１２女子 3 2 2 征矢

３４男子 3 3 3 中塚

３４女子 3 4 4 鮫島

５６男子 3 5 5 中塚

５６女子 3 6 6 鮫島

１２男子 2 1 1

１２女子 2 2 2

３４男子 2 3 3

３４女子 2 4 4

５６男子 2 5 5

５６女子 2 6 6

※

3 1 1 ※

3 4 4

3 5 5 ※

3 －

3 2 2 ※

3 3 3

3 6 6 ※

3 －

松本 1/18からオンラインと対面の組み合わせ。1年生は週2時

間で球技4種目を2~ 3時間ずつローテーション。2年生は

感染予防を徹底し計画通り進める。バスケ 今西 ｺﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 今西

鮫島 後期の1・2年は、各学年の必修単元をすべて行う予定で

12月まで進行。3年は前期にできなかった既習教材を含

めた未履修選択征矢 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 征矢 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 征矢
２３６組

体ほぐし

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

ﾘﾌﾚｯｼｭ

松本 サッカー 鮫島 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

鮫島 卓球 松本 卓球

鮫島 卓球 松本 ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 征矢 8/24から一斉登校で40分授業。教育実習後は新体力テス

トとスポーツ大会準備。

バスケ 今西 ゆるｽﾎﾟｰﾂ 中塚

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 今西 6月1日から7月末までオンライン授業と分散登校の併

用。体育実技はクラスごと男女共習で体つくり運動（球

技含む）と水泳を行う。征矢 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 鮫島 ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 鮫島

10～11h

３年

１４５組
※朝体操15分

（4/22～5/29）

※P D C Aシートの活用

(5/11～5/29)

体ほぐし

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

ﾘﾌﾚｯｼｭ

松本

水

泳

／

球

技

等

体

つ

く

り

運

動

ス

ポ

�

ツ

大

会

準

備

体

力

テ

ス

ト

サッカー 中塚

第Ⅰコロナ期(休校) 第Ⅱコロナ期(段階的登校) 第３期 第４期前半 第４期後半 5月末まで休校。休校中は、保健の動画と、PD C Aシート

を用いた運動の実践。4月22日から6月12日まで「朝体

操」を保体科で実施。(5～6h)＋(9h)		～5/31 6h 5～6h 10～11h

今西 6組 松本松本 陸上 征矢 ダンス 征矢 バレー

小出

鮫島 バレー 松本 ラグビー 松本 柔道 鮫島 5組 鮫島

3組 小出

中塚 陸上 征矢 ダンス 征矢 バレー 中塚 4組

征矢 2組 鮫島

今西 柔道 鮫島 バレー 今西 ラグビー 松本

松本

２

年

生

1組 松本

鮫島 陸上 征矢 ダンス 今西 バレース

ポ

大

準

備

体

力

テ

ス

ト

バレー 松本 柔道 鮫島 ラグビー

（3h)+ (6h)		～5/31 8～9h 7～8h 10~ 11h×3 2020保健・体育理論

２年

※朝体操15分

（4/22～5/29）

※P D ACシートの活用

(5/11～5/29)

ﾘ

ﾌ

ﾚ

ｯ

ｼ

ｭ

ﾄ

ﾚ

ｰ

ﾆ

ﾝ

ｸ

ﾞ

体

ほ

ぐ

し

松本
体

つ

く

り

運

動

水

泳

／

球

技

等

第Ⅰコロナ期(休校) 第Ⅱコロナ期(段階的登校) 第Ⅲ期 後期

征矢

中塚 サッカー 中塚 ハンド 松本 体操 鮫島 6組 中塚

征矢 バスケ 今西 柔道 鮫島 サッカー

中塚

今西 サッカー 中塚 ハンド 松本 体操 鮫島 4組 今西

中塚 バスケ 今西 柔道 鮫島 サッカー

征矢

今西 サッカー 中塚 体操 中塚 ハンド 征矢 2組 今西

征矢 バスケ
球技導入単元

ﾗｸﾞﾋﾞｰ、ﾊﾞ

ﾚｰ、ﾌﾗｲﾝｸﾞ

ﾃﾞｨｽｸ、ﾃﾆｽ

の4種目をﾛｰ

ﾃｰｼｮﾝ

今西

１

年

生

1組

中塚 3組

中塚 5組

2020保健・体育理論

１年

※朝体操15分

（4/22～5/29）

※P D ACシートの活用

(5/11～5/29)

ﾘ

ﾌ

ﾚ

ｯ

ｼ

ｭ

ﾄ

ﾚ

ｰ

ﾆ

ﾝ

ｸ

ﾞ

体

ほ

ぐ

し

征矢
体

つ

く

り

運

動

水

泳

／

球

技

等

ス

ポ

大

準

備

体

力

テ

ス

ト

柔道 鮫島 陸上

2

第Ⅰコロナ期(休校) 第Ⅱコロナ期(段階的登校) 第Ⅲ期 後期

(5～6h)＋(9h)		～5/31 10～11h 8～9h 10~ 11h×2 3h＋3h×4種目

2021.1.15.

4 5 6 7 8～9 10 11 12 1

補補足足資資料料８８ 再再修修正正さされれたた年年間間計計画画（（1/18 以以降降））


